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要   旨 

 

 世界の子どもの 9 人に 1 人が児童労働に関わっている。現在、日本では環境問題をきっかけ

に CSR(企業の社会的責任、Corporate Social Responsibility)に取り組む企業は増えてきている一

方で、この児童労働の問題に対しての取り組みは遅れている現状がある。安く商品を売るために

途上国の安い労働者を間接的に雇用する日本企業は、この問題と無関係とは言えない。2000 年、

アナン前国連事務総長はグローバル・コンパクトを提唱し、世界の企業に対して「問題を引き起こ

すのではなく解決する役割を」と呼びかけた。かつて「良い企業」とは儲かっている企業であったが、

今では「良い企業」の基準が大きく変化し、社会に、地球に、人に良いことをしていることが高く評

価されるようになってきた。現在、企業はサプライチェーン全体にも責任を負うという考えが世界に

おいて一般化している。    

 企業は社会的課題に対応しなければならないという社会からの要請がある一方、具体的な行動

のための資源やノウハウがない。NPO にはそれがあるものの、十分な活動を独自に行うだけの資

金や経営のノウハウなどが乏しい。企業と NPO が協働することで、企業が持つ幅広いネットワーク

と経済力、NPO が持つ社会問題に対する専門性が上手く相互に作用することで相乗効果が生ま

れる。論文では児童労働問題解決のために、NPO と企業が協働する手法として CRM(寄付込み商

品、Cause Related Marketing)に注目する。CRM とは企業と NPO とが協働し、社会問題に関するキ

ャンペーンを組むことを通して、売り上げの一部を寄付するように企画したマーケティング手法であ

る。自社の製品に対して寄付システムを組み込むという点において「コアビジネス (本業) 」として

社会問題に取り組む CSR の手法である。 

 CRM はエシカル社会の入り口的存在ではあるが、その波及効果によって児童労働問題解決の

糸口になるのである。日本で児童労働を知っている人は少なく、児童労働を正しく理解している人

となるとほんの一握りしかいない。そんな日本においてまず必要なことは、児童労働問題の存在を

知ることである。そのうえで関心を持たせ、行動に促すことが必要なのだ。CRM はそのきっかけとな

る。論文では児童労働に関係のある CRM の事例をあげ、CRM による児童労働問題解決の可能性

を探りたい。 

 具体的には森永製菓株式会社と、リー・ジャパン株式会社の事例中心にあげる。森永と NPO 法

人 ACEは CRM を通して「1 チョコ for 1 スマイル」キャンペーンを実施した。協働は CRM から始ま

り、サプライチェーンに児童労働のない原材料調達を協働して実現するという大きな前進を遂げた。

またリー・ジャパンは「Born in Uganda Organic Cotton Project」によって NPO 法人ハンガー・フリ

ー・ワールドと CRM による協働を行った。この事例でも「児童労働がない」ことを調査する CSR レビ

ューを実施するまでに至った。2 つの事例共に最も大きな変化が現れたのは、企業の経営陣や社

員の理解が深まったことであった。また、商品を購入した消費者のなかには、NPO の新規支援者

(会員や寄付)になるケースも多く、CRM は「児童労働解決へのステップ」でいう 1.「認知」2.「理解」

から更に進んだ 3.「行動」にも影響すると考えられる。 

 論文では児童労働撤廃への重要なステップとして、いかに企業がエシカルな調達を行い、消

費者がエシカルな消費を行うかということを考え、CRM を中心に、その可能性を探っていきたい。    
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